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自
宅
療
養
中
の
感
染
者
へ
の
支
援

は
始
ま
っ
て
い
る
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
周
辺
に
頼
れ
る
人
も
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
日
用
品
、
食
料
品
等
の
支
給
、

そ
の
ほ
か
に
薬
を
取
り
に
行
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
職
員
を
派
遣
し
て
薬
を
取

り
に
行
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
ご
ざ
い

ま
す
。今
後
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。

　
　
各
地
で
違
法
駐
車
が
見
ら
れ
ま
す

が
対
応
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
で
の
、村
道
、農
道
で
の
路
上
駐

車
が
多
く
見
ら
れ
、
生
活
道
路
と
し
て

利
用
し
て
い
る
地
域
住
民
に
多
大
な

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。今
後
も
石
川

署
交
通
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
違

法
駐
車
の
取
締
り
強
化
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
県
道
６
号
線
、
仲
泊
海
産
物
付
近

か
ら
保
安
林
ま
で
路
上
駐
車
が
連

な
っ
て
住
民
の
生
活
道
路
を
塞
い
だ

り
、
早
急
に
対
策
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
保
安
林
に
駐
車
し
て
い
る
部
分
は
、

植
栽
も
含
め
て
侵
入
防
止
柵
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
県
道
な
ど
通
行
上
、
支
障
の
な
い
よ

う
に
、カ
ラ
ー
コ
ー
ン
な
ど
の
設
置
が
で

き
な
い
か
中
部
土
木
事
務
所
と
の
調

整
を
行
って
い
き
た
い
。

　
　
仲
泊
売
店
の
近
く
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
は
い
つ
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
１０
月
ま
で
に
、
修
繕
を
完
成
さ
せ
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

　
　
ド
リ
フ
ト
行
為
に
よ
る
騒
音
被
害

に
つ
い
て
、対
応
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
道
で
の
対
策
と
し
て
、
道
路
区
画

線
の
中
央
線
に
車
線
が
逸
脱
し
な
い

よ
う
な
チ
ャ
ッ
タ
ー
バ
ー
と
い
う
金
属

製
の
突
起
物
を
設
置
し
て
相
手
車
線

に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
　
仲
泊
交
差
点
か
ら
う
ん
な
中
学
校

前
の
交
差
点
ま
で
、
二
輪
車
通
行
規

制
区
間
に
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
平
成
３０
年
７
月
、今
年
の
７
月
に
も

石
川
警
察
所
長
に
村
長
か
ら
要
請
文

と
し
て
提
出
は
さ
れ
て
い
ま
す
。協
議

の
中
で
石
川
署
か
ら
観
光
客
への
周
知
、

事
業
者
等
の
利
用
者
へ
の
説
明
を
強

く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
こ
れ
ま
で
関
係
す
る
区
、
商
工
会
、

観
光
協
会
か
ら
騒
音
に
対
す
る
被
害

が
大
変
と
い
う
要
望
が
た
く
さ
ん
挙

が
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
も
石
川

署
、地
域
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、同
区
間
の
二
輪
車
夜
間
交
通
規
制

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
　
村
営
住
宅
や
定
住
促
進
住
宅
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
名
嘉
真
区
に
予
定
し
て
い
ま
す
村

営
住
宅
、令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

す
北
部
振
興
事
業
を
活
用
で
き
る
よ

う
採
択
に
向
け
て
調
整
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
基
本
設
計
、
実
施
設

計
を
入
れ
て
、
令
和
５
年
度
に
工
事
着

手
の
予
定
で
す
。谷
茶
区
で
今
進
め
て

い
る
定
住
促
進
住
宅
、計
画
全
体
の
３

万
６
千
９０
平
米
の
う
ち
、３
万
７
百
２０

平
米
を
購
入
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き

用
地
交
渉
を
実
施
し
な
が
ら
、令
和
４

年
度
に
基
本
設
計
、令
和
５
年
度
に
実

施
設
計
、
令
和
６
年
度
以
降
で
基
盤

整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
子
供
を
遊
ば
せ
る
場
所
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
商
業
施
設
が
必
要
だ
と

思
う
が
、予
定
、計
画
が
あ
る
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
商
業
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
具
体
的

な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。村
と
し
て
も

若
者
の
定
住
化
を
図
る
た
め
に
は
商

業
施
設
の
誘
致
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
前
兼
久
漁
港
南
側
に
、
公
園
整
備

を
国
と
事
業
採
択
に
向
け
て
調
整
し

て
い
ま
す
。
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島
袋
　裕
介
　議
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

暴
走
行
為
に
よ
る
危
険
運

転
や
騒
音
被
害
に
つ
い
て

子
育
て
世
帯
が
住
み
や
す

い
環
境
整
備
に
つ
い
て

一 

般 

質 

問
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議会の動き
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・北部広域市町村圏事務組合議会第５８回定
例会　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・令和３年度北部市町村議会議長会第２回総
会　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）

・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議　　　　　　　　　　　　　　　 （開会）
・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議一般質問　　　　　　　　　　　  （６名）
・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議一般質問　　　　　　　　　　　  （４名）
・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議　　　　　　　　　　　　　　　 （閉会）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）

・経済建設民生委員会傍聴  （委員会室：議長）
・議会広報委員会第１回編集会議  （委員６名）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・経済建設民生委員会傍聴  （委員会室：議長）
・村内農業団体要請対応　   （役場2階：議長）

26日

13日

15日

16日

29日

30日

5日
13日
14日

15日
18日

20日
21日

26日

28日

2日
4日

8日

9日

10日
12日
16日

17日
21日

22日

・議会広報委員会第2回編集会議  （委員６名）
・沖縄県町村議会議長会定例総会
　　　　　　　　　　　　（自治会館：議長）
・令和３年第７回臨時会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）
・令和３年第７回恩納村議会臨時会

・議会広報委員会第３回編集会議  （委員６名）
・北部広域市町村圏事務組合と名桜大学との
懇談会　　　　　　　　　（名桜大学：議長）
・令和３年第８回臨時会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）
・令和３年第８回恩納村議会臨時会
・米海兵隊司令官交代式
　　　　　　　　　　（普天間飛行場：議長）
・議会広報委員会第４回編集会議  （委員６名）
・安富祖ダム竣工式（安富祖ダム：議長他１名）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・議会広報委員会第５回編集会議  （委員６名）
・西銘沖縄担当大臣視察対応
　　　　　　（万座毛周辺活性化施設：議長）
・議会だより「うんなＮｏ１５０」発行

9月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　令
和
3
年
第
6
回
恩
納
村
議
会
定
例
会
の

最
終
本
会
議
に
あ
た
り一言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　本
定
例
会
に
は
、
令
和
2
年
度
の
決
算
認
定

を
は
じ
め
、
多
く
の
重
要
議
案
が
提
案
さ
れ
、
議

員
各
位
が
熱
心
に
審
議
さ
れ
、全
議
案
が
滞
り
な
く
採
決
に
至
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　執
行
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
議
会
の
審
議
の
過
程
に
お
い

て
、示
さ
れ
た
議
員
の
意
見
、要
望
を
十
分
尊
重
し
、今
後
の
村
づ
く
り
に

反
映
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
、切
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

　申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
村
行
政
は
村
民
に
寄
り
添
い
、
村
民
の
生

活
に
直
結
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、全
て
の
職
員
が
今一度
、恩
納
村
職
員
倫
理
規
定
を
精

読
し
、村
民
全
体
の
奉
仕
者
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、村
民
の
疑
惑
や
不

信
を
招
く
事
の
な
い
よ
う
な
行
動
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
我
々
議
会
も
自
ら
の
立
ち
位
置
を
十
分
に

自
覚
し
、中
立
公
平
に
村
政
を
チ
ェッ
ク
し
、応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
の
中
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
に
直
に
接
す
る
機

会
の
多
い
、職
員
の
皆
さ
ん
は
、村
民
が
安
心
し
て
日
々
の
生
活
が
で
き
ま

す
よ
う
、
常
に
村
民
支
援
の
目
線
で
引
き
続
き
業
務
に
勤
し
ま
れ
て
く
だ

さ
い
。

　議
員
各
位
は
更
に
自
己
研
鑚
や
調
査
活
動
を
と
お
し
て
、
村
民
の
生

活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
、村
議
会
と
執
行
部
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
前
進
し
、よ
り一層

恩
納
村
が
発
展
す
る
と
共
に
、
全
て
の
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
、あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

又
吉
　薫


